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1 . 緩み防止の原理

2 . 振動試験実証

3 . 提 案

ねじ反力増大
《応力分散》

①わずかに前傾したフランク面
→ねじ山の反力（戻る力）を増大、緩みを防止

《使用環境例》
金型，建機，工作機械

《例１》

緩み止め効果を
付加

サイズ 回転数 締付トルク(N・m) 戻しトルク(N・m)

モーションタイト
M12

30,000 100 74.4
100 87.6

②大きなR形状の谷底
→バネ効果が発生、応力分散、応力集中の緩和
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応力分散 緩み防止

強い緩み止め効果，高い疲労強度を発揮

１分間に1,800回転

n=20の締付け試験の結果、
モーションタイトは軸力が安定する

17分間に30,000回転
で終了

通常のボルトは、第１ねじ山に応力が集中し、緩み
の発生や破損の原因となることがあります。モー
ションタイトは、ねじ山が弾性変形する事で、第１
ねじ山に集中した応力が、他のねじ山に効果的に分
散し、緩み防止効果のあるボルトになっています。

日本品質保証機構において200
時間の立ち合い試験を実施。
NAS式振動試験機（軸直角式振
動試験機）によるテスト結果。

《ねじ反力》

《振動試験》 《トルク・軸力試験》

１山目，２山目に
応力集中

１山目～４山目まで
応力が分散

回転
※JQA関西試験センターにて実施(2012.11)
※上記データは、強度区分12.9の熱処理ボルトを使用

ナットが
使えない環境

《例２》

モーションタイトへ変更
⇒緩み止め効果
⇒取り外し可能

接着剤を塗付
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標準ボルト モーションタイト

ボルトの締結を行い、締付けトルクに対する軸力のバラツキを測定
製品形状：フランジボルトM6　　n数：20

※共同開発商品：モーションタイトは、
（有）アートスクリューと名古屋市工業
研究所との共同開発商品です。

fn.yht.co.jp
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